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普及フォーラム参加者数 32人
8校
80％
70％

普及フォーラム学校数

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　持続可能性やSDGsという言葉は、日本社会の中で十分に認知されている
とは言い難い。そういった逆風の中で新しい仕組みやプロジェクトを実現でき
る人材を育成したい。

　教員向けのファシリテーション研修やワークショップ、デ
ザイン研修を実施することで、学校との接点が増えることが
期待できる。平成30年度は、より多くのテスト校でプログラ
ムを実施したい。

　SDGsをテーマにしたプログラムを初めて体験する教員の人も読みやすく、 
プログラムの理解度も高い教材を開発する。

　SDGsをテーマに持続可能な社会づくりに挑戦をしている企業、研究機関と
協働で中高生を対象とした普及啓発フォーラムを開催した。フォーラムでは、
クラウドファンディングのプロジェクト制作を通じて、中高生に持続可能な消

今後の
展望

学校でのテストプログラムの実施風景

クラウドファンディングプロジェクトの制作

■苦労した点
　テスト校では授業で実
施するため限られた時間
の中でSDGsの理解とワー
クショップ型プログラムへ
の参加度を高める必要が
ある。

■工夫した点
　世界と自分とのつなが
りを体感・言語化できるア
イスブレイクやミニワーク
を開発してプログラムに
組み込んだ。

苦労した点と工夫した点

費者として日々の消費活動を促し、さらに
ITリテラシーの獲得と、現実感のある「広
く他者を巻き込む」実践活動につながっ
た。さらにこのプログラムを広く公教育の
現場にも普及するために、テスト校2校で
ワークショップのデモンストレーションを
実施し、プログラムの有効性も確認した。


